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今9月から10月にかけておよそ3週間,中国の新彊

ウイグル自治区内にあるタリム盆地とコノロソ山脈

の麓に出かけた.あと100～200kmほども西方に

行げばキルギスタンやタジキスタン,あるいはアフ

ガニスタン,パキスタン,インドに辿り着くという

中国のまさに西域である.主要な都市はカシュガル

であり,古来よりシルクロｰドの交易地･中継地と

して栄えてきた.ここはウイグル族の町でもあり,

日本語と語順がほぼ同じのウイグル語が話されてい

る.

奪実を言えば,新彊ウイグル自治区に出かけたのは

これが3回目になる.行くたびに驚かされるのは

景観の圧倒的な雄大さと過酷さである.タリム盆地

を埋め尽くすタクラマカン沙漢の大きな砂丘に登る

と向こうにもこちらにも延々と砂のうねりが広がっ

ている｡また山地に入れば今にも崩れそうな急斜面

が眼前に迫ってくる.川は山地を出るところに巨大

な扇状地をつくり,いつしか砂地の中に消えてい

く.タリム盆地を流れる川の水は海に出合うことが

ない.

◇地質屋の目で見てこの地域の一木一草もない山の

地肌がそのまま地質断面図になっていることもすご

いが,もう一つ心にしみる点は自然条件の厳しい地

域に根ざして暮らす人々がいることである.日本人

の日常の感覚では内陸沙漢ほどに隔絶した風土なり

情景を想像することはできない.風砂と地平と少量

の水があり人が住む.きっと誰でも自分の原点を考

えてしまうだろう.

傘さて,地質ニュｰス六号は,日本のそして世界各

地の地質にまつわる話題について投稿していただい

た論文や記事から構成した.地質調査所の内外を問

わず,ご投稿下さった皆様に感謝申し上げます.一

言添えれば,著者の方々のうちエルベ･トレノｰ氏

は,フランスBRGM(地質調査所に相当)の研究者

であり,当所火山地質課に1年余り滞在されてい

た.
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